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1　はじめに

　和歌山県有田郡湯浅町付近に分布する有田層は，松本

（1947’）），平山・田中（19562））などの研究により層序，

地質構造，地質時代が明らかになった．有田層からは，

菊石類，貝化石，ウニ類などの動物化石が豊富に産出し，

領石型植物化石も稀に含まれる．これらの化石から有田

層は下部白亜系有田統として，日本の標準地質系統にな

っている．有田層には小規模な礁石灰岩が介在しており

珊瑚，石灰藻，ストロマトポロイドなど保存の良い化石

が豊富に含まれている．筆者はこの礁石灰岩中の石灰藻

を調べ，Pycnoporidiurn　Lobαtum，　Stenoporidium

chαetiformis，　MαrinellαLu8eoniの3属3種が識

別できた．このうち後の2種は有田層からの最初の報告

である．

ll地質概要

　紀伊半島西海岸のほぼ中央部に位置するこの地域は，

西南日本外帯に特徴的な地質系統の帯状配列がきわめて

顕著である．北から，三波川帯，秩父帯，四万十帯に区

分され，各帯はENE－WSW方向に延びている．平山

・田中（19562））によると有田層は分布により，北部相

と南部層に分けられる．

　有田層北部相は，湯浅町北方において標式的に露出す

る．厚さは150～250mで下位から礫岩層，砂岩層および

頁岩層に区分される．有田層の上位にくる西広層と井関

層を挾んで南方に有田層南部相が分布する．南部相は少

なくとも200m内外の厚さを有し，砂岩，頁岩からなる

が，比較的頁岩に富む．南部相は南北方向に岩相を若干

異にし，分布上北帯と南帯とに区分される．

　北帯の南部相は，唐尾から南金屋，湯浅町南谷・北谷

を経て三本松峯北方にかけて分布する．北帯の頁岩層に

は珪質頁岩が比較的稀である．頁岩中には礁石灰岩が介

在する．

　南帯の南部相は井関から地蔵峯，湯浅町垣内地付近を

経て三本松峯南方にかけて分布する．岩相は北帯と異な

り，頁岩は，しばしば珪質である．また頁岩中に介在す

る石灰岩レンズはきわめて小さく，暗灰色を呈しきわめ

て砂質である．イノセラムスの破片を多く含み，有孔虫

をも含む．このように岩相・化石内容にっいて南帯の石

灰岩は北帯のものとは異なる．この種の石灰岩は井関東

方，垣内地に露出し，厚さは最大5m内外である．

皿　化石産地および産状

　今回採集した標本は北帯の有田層南部相のもので，採

集地点を第1図に示した．採集地点1（Loc．1）は名

南風半島南岸で，厚さ約10mの暗灰色砂質石灰岩である．

珊瑚，ストロマトポロイド，石灰藻，ウニの棘など保存

の良い化石が豊富に含まれている．平山・田中（19562））

はこれらの化石を鳥ノ巣型石灰岩化石群に属するとして

いる．採集地点2（Loc．2）は，頁岩中に介在する直

径約5mの小規模な露頭で，やや褐色の砂質石灰岩であ

る．
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図1　化石産出地点の位置図

　　　1　：Loc．　1　　　　2　：Loc．　2
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IV　石灰藻化石の記載

　　　　　　　　　　　　　　　驚　s
　　　　　　　　　　　　　　　“Pt　Pt　麟蛋
　　　　　　　　　　　　　　載滋謙認

（国土地理院発行の2万5千分の1地形図「湯浅」を使用）

　　Phylum　Rhodophcophyta

　　Family　Solenoporaceae

　　Genus　Pycnoporidiu肌YABE　and　ToYAMA，

　　1928

　P：ソcnoporidium　lobatum　YABE　and　ToyAMA，

　1928Pl．　1，fig．1．

Pycnoporidium　lobatum　YABE　and　ToYAMへ

1928，p．146－149，　pl．20，　fig．3，　pl．21，　figs．1－5，

pl．22，　fig．1；ENDo，19614），　P．58，59，　pl．1，　figs・

1－3．

　今回採集した標本の藻体の大きさは2．19×1．72㎜，二

又分岐する細管から構成され，細管の幅は，0．05－0．06

㎜でほとんど変化しない．その横断面は円形である．各

細管は屈曲しているが全体として中心から放射状に配列

している．細管には若干の隔壁があり，その間隔は一定

ではない．種の異いは細胞の大きさによるが本標本の細

管の幅はP．lobαtumに一致する．

　簸㌶離　灘織

難難謙

　　Phylum　Chlorophycophyta

　　Family　Codiaceae

　　Genus　Stenoporidium　YABE　and　ToYAMA，

　　1928

　Stenoporidium　chαetetiformis　YABE　and

　ToyAMA　1928　Pl．1，figs．2，5．

Stenoporidium　chaetetiformis　YABE　and

ToyAMA　19283），　P．150，　pl．12，　figs．2－4；

EN］Do．19614），　p．66t　67，　pl．4，　fig．5，　pL　9，　figs．

1－3，pl．10，　figs．2，3．

　藻体は塊状で，薄片による断面の大きさは43．5×41．0

㎜と大きい．放射状に配列した細管によって構成され，

藻体の断面は全体に同心円状の構造を示す．細管の太さ

はどこもほぼ一定で，幅は0．02－0．03㎜である．分岐し

ているがその長さは一定ではない．細管の横断面は円形

である．隔壁は不規則な間隔で存在する．これらの特徴

から岩手県宮古の白亜系から産出した模式種のS．

chaetetiformisに同定される．
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　　Genus　MαrinellαPFENDER，1939

　　Mα「inellαlugeoni　PFENDE民1939

　　　　Pl．1，figs．3，4．

ノレlarinellαlugeoni　PFEHDER　19395），　P．3，　pl．2；

　JoHINsoN，19616），　P．147，148，　pl．31，　figs．1，2；

　IMArzuML　19657），　P．57－60，　pl．11，　figs．7－17，

　pl．12，　figs．1－9，　pl．13，　figs．1－4．

．Archαeolithothαmniumn　somensis　ENDo，19614），

　p．56，pL　3，　figs．1，2，　pl．4，　figs．1－4，　pl．17，

　fig．1．

　藻体には極細い細管が密に集っている．細管は分岐し

ている．細管の幅は0．012－0．015mmと細く，横断面はほ

ぼ円形である．隔壁の存在は明らかではないが，薄片で

は成長線を示すような暗い線が同心円状に存在する．本

標本の藻体の断面は0．618×0．422mmと極めて小さい．遠

藤（19614））が鳥ノ巣石灰岩からArchαeolithothαm－

nium　somensisとして報告した標本は．M．　lugeoni

の異名と考えられる．

V　考 察

下部白亜系有田層に介在する礁石灰岩から3属3種の石

灰藻を識別できた．それらはいずれも，いわゆる鳥ノ巣

石灰岩から報告されている種である．鳥ノ巣石灰岩の地

質時代は後期ジュラ紀と考えられており，これら3種と

も上部ジュラ系から多く報告されている．

　有田層からは，Pycnoporidium　lobαtumを除く

2種は，恐らく最初の報告である．さらに今泉（19658））

は，矢部・外山が1928年に岩手県宮古の白亜系から産出

したLithothαrrtnium（？）sp．をM．　lugeoniの異

名としているが，この標本以外のMαrinellαlugeoni

は，いずれも上部ジュラ系からの報告である．先に記し

たように平山・田中（19562））は，名南風半島に露出す

る石灰岩中には鳥ノ巣石灰岩化石群を含むとしている魁

江口（19518））はこの石灰岩に含まれる珊瑚類を研究し，

識別した4属5種は，下部白亜系である宮城県大島産珊

瑚に近縁があるとしている．

　上部ジュラ系の鳥ノ巣石灰岩に含まれる生物群と下部

白亜系に介在するいわゆる鳥ノ巣石灰岩中の生物群の分

帯は，礁を形成する主要な生物である石灰藻と珊瑚類の

種類を組合せて今後検討する必要がある．
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Explanation　of　Plate　I

fig．1，　P：ソcnopori（iium　lobatum，　YABE　and

　　TOYAMA　X15

figs．2，5，　Stenoporidium　chαetetif（）「mis

　　YABE　and　ToYAMA

　　2．　×15

　　5．　×56

figs．3，4，　Mαrinellα　lugeoni　PFENDER

　　3．　×56

　　4．　×96
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Summary

　　The　Lower　Cretaceous　Arita　formation　is　exposed　at　the　western　part　of　the　Waka－

yama　prefecture．　The　fossiliferous　limestone　crops　out　in　the　formation．　The　algal

remains　were　collected　from　the　limeston．

　　Three　species　in　three　genera　of　calcareous　algae，　namely，　Pycnoporidium　loわαtum，，

Steno、ρori｛泥um　chαtetif（）rmis　and　1レtαrinella　lugeoni　are　described　in　this　paper．

Among　them，　Mαrinellαlugeoni　is　an　interesting　species　in　that　it　has　world－wide

distribution　in　the　Upper　Jurassic．
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